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支
給
し
て
い
る
が
、
実
態
把
握

を
し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長　
調
査
の
あ
り

方
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

議
員　
生
活
保
護
制
度
が
安
住

の
地
と
し
て
受
給
者
の
自
立
意

欲
を
そ
ぐ
可
能
性
が
あ
る
。
就

労
支
援
事
業
の
成
果
を
聞
く
。

市
長　
就
労
収
入
の
増
加
に
よ

る
保
護
廃
止
世
帯
数
は
34
世
帯

と
な
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

議
員　
他
市
の
就
労
支
援
の
取

り
組
み
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
本
人
の
就
労
意
欲
が
第
一

で
あ
り
、
関
係
者
の
強
い
励
ま

し
に
よ
る
支
援
が
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。所
見
を
聞
く
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
、
丁
寧

な
助
言
等
で
本
人
の
就
労
意
欲

を
喚
起
し
、
就
労
に
結
び
付
け

る
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
。

議
員
　
本
市
の
生
活
保
護
受
給

者
が
複
数
の
市
か
ら
重
複
受
給

し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
所
見
を
聞
く
。

市
長
　
重
複
受
給
の
報
道
に
つ

い
て
は
心
配
を
か
け
恐
縮
し
て

い
る
。今
後
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
回
避

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
市
は
４
年
８
カ
月
も
生

活
保
護
費
を
継
続
支
給
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
が
、
対
応
に
問

題
は
な
か
っ
た
の
か
。
今
の
答

弁
だ
け
で
は
納
得
で
き
な
い
。

第
二
副
市
長　
各
市
で
情
報
を

共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
こ

と
か
ら
こ
う
し
た
事
態
を
招
い

た
。引
き
続
き
検
証
す
る
中
で
、

防
止
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
外
国
人
に
対
し
て
も
人

道
的
観
点
か
ら
生
活
保
護
費
を

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
、
三
鷹
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
大
学
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業

者
等
の
地
域
情
報
化
推
進
協
議

会
の
構
成
団
体
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
啓
発
に
取
り
組
む
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ

い
て
／
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

情
報
モ
ラ
ル
教
育
及
び
ネ
ッ
ト

依
存
対
策
に
つ
い
て

議
員　
市
民
へ
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
普
及
啓
発
は
、「
民
学
産

公
」、「
協
働
」
と
い
う
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
強
み
を
生
か
し

て
、
専
門
的
知
識
を
持
つ
市
民

を
発
掘
し
活
用
す
る
な
ど
、
全

国
の
モ
デ
ル
と
な
る
先
進
的
な

施
策
を
展
開
す
る
べ
き
だ
。

市
長
　
人
財
活
用
に
つ
い
て
は

市
民
の
意
見
を
聞
き
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

議
員
　
ベ
ネ
ッ
セ
の
個
人
情
報

漏
え
い
事
件
は
、
社
会
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
た
。
本
市
は
Ｉ

Ｓ
Ｍ
Ｓ
認
証
を
受
け
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針
の
も
と

適
切
に
情
報
管
理
を
行
っ
て
い

る
と
認
識
す
る
が
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
シ
ス
テ
ム
上
の

盲
点
）
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
適
時
、
情
報
漏
え
い
対

策
ソ
フ
ト
、
機
器
の
追
加
を
し

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
向
け
て
、
全
職
員
の
意
識

の
共
有
化
、
市
民
へ
の
説
明
、

進
捗
管
理
は
、
十
分
に
、
か
つ

予
定
通
り
進
め
て
い
る
か
。

市
長
　
円
滑
な
導
入
に
向
け
、

検
討
チ
ー
ム
の
設
置
の
ほ
か
、

全
職
員
へ
の
周
知
徹
底
や
研
修

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

議
員
　
新
制
度
移
行
は
全
国
同

時
で
あ
り
、
優
良
な
事
業
者
を

三
鷹
市
が
確
保
す
る
た
め
に

は
、
早
期
の
交
渉
開
始
が
必
要

だ
。
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

企
画
部
長
　
本
市
は
国
の
研
究

会
等
に
参
加
し
、
他
市
よ
り
早

い
情
報
提
供
・
意
見
交
換
・
対

応
依
頼
が
可
能
で
あ
り
、
事
業

者
と
良
好
な
関
係
に
あ
る
。

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
住

基
・
市
民
カ
ー
ド
の
今
後
の
取

り
扱
い
及
び
、
各
類
似
カ
ー
ド

に
維
持
・
更
新
経
費
が
掛
か
る

非
効
率
さ
へ
の
対
応
を
伺
う
。

企
画
部
長　
住
基
カ
ー
ド
の
制

度
は
平
成
37
年
末
ま
で
残
り
、

各
カ
ー
ド
は
一
定
期
間
併
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
。将
来
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一
元
化
の

Ｐ
Ｒ
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
一
部
例
外
的
に
特
定
個

人
情
報
保
護
評
価
の
実
施
が
義

務
づ
け
ら
れ
な
い
事
務
の
扱
い

に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ

ル
を
使
わ
な
い
も
の
は
一
定
の

免
除
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
も

含
め
た
保
護
が
本
市
の
条
例
の

理
念
に
な
っ
て
お
り
、
し
っ
か

り
と
対
応
・
管
理
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
新
た
な
教

育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

て
い
る
。
今
後
も
最
新
の
技
術

的
動
向
を
注
視
し
、
リ
ス
ク
の

発
見
と
対
策
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
情
報
を
扱
う
部
署
の
職

員
の
あ
ら
ゆ
る
気
付
き
を
情
報

管
理
部
署
に
直
接
言
え
る
環
境

づ
く
り
も
重
要
で
は
な
い
か
。

企
画
部
長
　
毎
年
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ

の
内
部
監
査
の
中
で
、
現
場
か

ら
の
提
案
を
拾
い
上
げ
検
証
す

る
庁
内
風
土
が
で
き
て
い
る
。

必
要
と
考
え
る
。所
見
を
聞
く
。

市
長
　
若
い
世
代
が
持
ち
家
を

持
て
な
い
中
で
、
高
齢
者
が
所

有
す
る
住
宅
と
若
い
世
代
を
結

ぶ
こ
と
や
、転
出
・
転
入
の
際
に

空
き
家
所
有
者
と
利
用
者
の
適

切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と

な
ど
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

議
員　
全
校
一
律
の
自
然
教
室

に
も
当
然
意
義
が
あ
る
が
、
三

鷹
な
ら
で
は
の
学
園
裁
量
に
よ

る
自
然
教
室
を
目
指
す
こ
と
も

画
期
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
部
長
　
全
て
の
学
校
が
同

じ
施
設
を
利
用
で
き
る
の
は
効

率
性
、
合
理
性
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
宿
泊
施
設
の
分

散
に
つ
い
て
は
そ
の
利
点
等
を

分
析
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

議
員　
国
の
調
査
で
は
、
長
期

宿
泊
体
験
活
動
は
、
道
徳
感
や

正
義
感
を
育
み
、
対
人
関
係
面

等
の
課
題
に
対
し
高
い
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
宿

泊
数
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
よ
り
、
時
間
数
の
確
保
が

難
し
い
。
自
然
教
室
は
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で

あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

に
は
、
空
き
家
の
所
有
者
等
に

対
し
適
正
な
管
理
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
。
空
き
家
に
な
っ
て

か
ら
所
有
者
等
を
探
す
の
で
は

手
間
が
か
か
る
の
で
、
空
き
家

を
増
や
さ
な
い
取
り
組
み
が
重

要
だ
と
考
え
る
。所
見
を
聞
く
。

市
長　
空
き
家
の
活
用
に
関
す

る
情
報
提
供
や
、
必
要
な
場
合

は
公
的
機
関
に
よ
る
借
り
上
げ

制
度
等
の
活
用
を
検
討
す
る
こ

と
も
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
転
出
等
の
届
出
の
際
に

空
き
家
と
な
る
住
宅
を
確
認
す

る
仕
組
み
や
、
施
設
入
所
等
で

空
き
家
に
な
る
場
合
の
相
談
窓

口
の
紹
介
な
ど
の
取
り
組
み
が

議
員
　
市
内
に
点
在
す
る
空
き

家
は
老
朽
化
に
よ
り
防
犯
・
防

災
・
衛
生
上
の
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
第
４

次
基
本
計
画
の
中
で
、
平
成
25

年
度
に
空
き
家
対
策
の
条
例
制

定
、
26
年
度
に
運
用
と
定
め
て

い
る
が
、
条
例
制
定
が
計
画
よ

り
遅
れ
て
い
る
理
由
を
聞
く
。

市
長
　
国
で
検
討
中
の
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
案
」
と
市
の
条
例
の
方

向
性
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、

国
の
法
整
備
を
待
っ
て
市
独
自

に
加
え
る
べ
き
点
を
検
討
す
る

た
め
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

議
員
　
空
き
家
対
策
を
進
め
る

に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

教
育
長
　
集
団
生
活
を
通
し
て

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
公
衆
道

徳
の
心
を
培
う
体
験
等
を
積

み
、
人
間
関
係
を
築
く
態
度
を

育
て
る
な
ど
、
教
育
的
価
値
の

高
い
活
動
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
廃
止
し
た
場
合
の
代
替

施
設
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
自
然
環
境
の
中
に

あ
る
大
規
模
な
施
設
が
限
ら
れ

る
こ
と
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討

れ
て
い
る
が
、
小
中
学
校
に
お

け
る
自
然
教
室
の
意
義
と
目
的

議
員
　
川
上
郷
自
然
の
村
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

議
員
　
新
た
な
史
実
の
発
見
等

に
よ
り
、
既
に
編
さ
ん
さ
れ
た

史
料
を
再
検
証
す
る
場
合
の
方

法
及
び
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長
　
文
化
財

保
護
審
議
会
や
学
識
経
験
者
を

中
心
に
再
編
さ
ん
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
市
民
の
意
見
等
を
聞

く
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

議
員
　
市
民
の
研
究
成
果
が
発

表
さ
れ
な
い
ま
ま
眠
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぎ
た
い
。
成
果
を

く
み
上
げ
検
証
す
る
仕
組
み
が

議
員
　
地
域
手
当
は
、
地
域
の

生
活
水
準
を
表
す
指
標
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
年
度
の

人
事
院
勧
告
に
よ
る
三
鷹
市
の

地
域
手
当
の
支
給
割
合
は
10
％

で
あ
る
。
近
隣
の
武
蔵
野
市
及

び
調
布
市
の
16
％
と
比
較
し
て

極
端
に
低
い
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　
支
給
割
合
は
、
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
に
よ
る
賃
金

指
数
の
み
に
基
づ
き
決
定
さ
れ

て
お
り
、
健
全
財
政
を
維
持
す

る
住
宅
都
市
と
い
う
本
市
の
実

情
か
ら
か
い
離
し
た
も
の
だ
。

議
員
　
物
価
や
近
隣
地
域
の
状

況
等
を
踏
ま
え
た
支
給
割
合
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
影

響
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
地
域
手
当
は
、
介
護
報

酬
、
保
育
所
運
営
費
等
国
庫
負

担
金
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
等
の
算
定
基
礎
基
準
で
も

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
関
係
事

業
者
か
ら
も
適
正
化
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

議
員
　
市
内
の
福
祉
施
設
等
の

賃
金
は
、
近
隣
市
と
比
較
し
て

安
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

第
二
副
市
長　
地
域
手
当
の
影

響
は
あ
る
が
人
財
確
保
の
た
め

近
隣
と
同
程
度
と
し
て
い
る
。

議
員　
三
鷹
市
に
対
す
る
地
域

手
当
の
評
価
が
正
当
な
も
の
と

な
る
た
め
の
、
今
後
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

市
長
　
既
に
、
総
務
省
へ
見
直

し
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
う

と
と
も
に
、
人
事
院
を
訪
問
し

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
危
険
ド
ラ

ッ
グ
に
つ
い
て

必
要
だ
。
「
広
報
み
た
か
」
に

情
報
収
集
の
告
知
を
掲
載
し
、

平
和
施
策
で
取
り
組
み
を
始
め

た
ア
ー
カ
イ
ブ
化
事
業
を
、
歴

史
・
文
化
財
分
野
に
広
げ
る
こ

と
な
ど
も
検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
一
定
の
学
術
レ
ベ
ル

に
達
し
た
成
果
を
収
集
す
る
方

針
で
、
再
編
さ
ん
の
機
会
に
、

広
く
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る

な
ど
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
に
お

け
る
Ｉ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
自
然
教
室
の
実
施
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

地
域
手
当
の
適
正
化
に
向
け
て

国
に
強
く
働
き
か
け
よ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

空
き
家
の
有
効
活
用
を
進
め

ま
ち
の
安
全
安
心
の
確
保
を

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

市
民
の
命
を
守
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
環
境
整
備
を

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

民
学
産
公
、
市
民
協
働
で

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
取
り
組
め

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
後
藤
　
貴
光
　
議
員

マ
イ
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ン
バ
ー
制
度
導
入
に

万
全
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を
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え
よ

自
由
民
主
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ラ
ブ
　
石
井
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議
員

不
正
受
給
防
止
と
就
労
支
援
で

生
活
保
護
制
度
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適
正
運
用
を

川上郷自然の村

議
員
　
高
齢
者
に
と
っ
て
肺
炎

は
命
に
関
わ
る
大
変
に
怖
い
病

気
だ
。
現
在
任
意
接
種
で
あ
る

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
10
月
か
ら
定
期
接
種
と

な
る
。
移
行
す
る
こ
と
で
予
想

さ
れ
る
効
果
と
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
安
定
し
た
接
種
機
会
の

提
供
で
、
肺
炎
な
ど
の
感
染
症

の
予
防
や
重
篤
化
を
防
ぎ
、
健


